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২෺͸どのよ͏なϝΧχζϜͰଟ༷な代ँ෺を産ੜして͍るのͰしΐ͏͔ʁҰॹにղ໌して͍͖ましΐ͏。

研究を始めるのに必要な知識・能力
　分子生物学・২物生理学・生化学・ఱવ物化学・分ੳ化学・Ҩ఻子配ྻ解ੳ・多มྔ解ੳなどに関する知識を学習もしくは活用した
いと͑ߟている方。もしくは、論理ύζϧを組み立てるのが޷きな方、新しいものを発見したい方。ༀ૲やༀ用成分が޷きな方。いΖ
いΖな২物をҭててみたい方。

研究室の指導方針
　研究室のࢦಋ方਑としてࢲたちが重要視している点は、 ）̍学生の皆さん自身が研究内༰にڵ味・自主性をもって研究に຅಄できる
ようにࢦಋすること、̎）将来、社会において共同࡞業などにおいてਓとのつながりをஙけるਓ材をҭてること、̏）科学分野におけ
る一ൠ的な情報ॲ理能力、ॊೈな論理的ߟࢥによるܭ画設ܭ、データ評価と問題対ॲ法の習得です。これらの点は研究のみならず࢓
事全ൠにඇ常に重要であると͑ߟているため、自身でどのように問題点があることにͮؾいて対ॲ法を見ग़すかの自ݾ評価の܇࿅のࢦ
ಋを心がけています。
　この研究で身につく能力
　皆さんがر望する研究内༰にもよりますが、スΩϧとして習得Մ能なものは、Ҩ఻子発ݱ解ੳや࣭ܗస׵技術を含む分子生物学実験、
࣭ྔ分ੳなどの分ੳ化学技術、ήϊムデータ、大ྔの୅ँ物ม動データや໢ཏ的Ҩ఻子発ݱデータなどを用いた多มྔ解ੳख法など
です。また、一ॹに研究をすすめていく上で、皆さんの自主性の成௕と自؅ݾ理の޲上を重要視していますので、自؅ݾ理能力の޲上
も見ࠐめると͑ߟています。また、将来社会で新たに得た知識と融合・展開して新しいものを生みग़せる能力の習得を目ࢦしΞυόイス
していきたいと͑ߟています。

修了生の活躍の場
の会社に就職して活躍しています。大学Ӄで得た知܎たちの研究室からのमྃ生は、主に৯品や化হ品分野、২物成分やҩྍ関ࢲ　
識や習得したスΩϧを活かせる職に就き、将来活躍できるようなਓ材のҭ成を目ࢦしてࢦಋを行っています。

研究内容
　২෺二次୅ँ෺͸ɺ༷ʑͳੜ෺ੑ׆Λ༗͢Δ༗༻Խ合෺܈Ͱ͋Δ͜ͱ͕知ΒΕ͍ͯ· ɻ͢ࡏݱ·Ͱʹ਺ඦछྨҎ্ͷ২෺छʹ͍ͭ
ͯήϊϜ഑ྻͷղಡ͕͍ͯྃ͠׬·͕͢ɺ࢈ੜ͞ΕΔ二次୅ँ෺ͷԽֶߏ଄ͱͦͷ੍ߏػޚ͸ͦΕͧΕͷ২෺छͰಛ༗Ͱ͋ΔͨΊɺඇ
ৗʹෳࡶͰ ɻͦ͢ͷͨΊɺҨ఻子΍λϯύΫ࣭ͷ഑ྻ৘ใ͔ΒͲͷΑ͏ͳੑ׆෺࣭Λ࢈ੜ͢Δ͔Λ༧ଌ͢Δͷ͸ࠔ೉Ͱ ɻ͢·ͨɺετ
Ϩε࣌ʹͷΈ࢈ੜ͞ΕΔ୅ँ෺΍ಛఆͷ׭ثʹͷΈ࢈ੜ͞ΕΔ΋ͷɺ·ͨಉ͡২෺छ಺ͰͷࣗવมҟҨ఻子ଟܕͷҧ͍ʹΑΓ࢈ੜ͞
ΕΔ୅ँ෺ΛؚΊͨੜ合੒ܦ࿏ͷ全ମ૾ʹ͍ͭͯ͸ɺ΄ͱΜͲ明Β͔ͱͳͬͯ ͍·ͤΜɻ
΍ۙԑ׭ث΋͘͠͸਱行͞Ε͍ͯΔϞσϧ২෺ɾ作෺΍ༀ༻২෺Λର৅ʹɺ༷ʑͳྃ׬Ͱ͸ɺήϊϜ഑ྻͷղಡ͕ࣨڀݚͷͪͨࢲ　
छ͓ΑͼࣗવมҟମίϨΫγϣϯʹ͍ͭ ɺ࣭ͯྔ෼ੳܭͳͲΛ༻͍ͯ୅ँ෺Λৄࡉʹղੳ͠ɺಘΒΕͨ৘ใΛ΋ͱʹੜ合੒ܦ࿏ͷ
全ମ૾Λղ明͍ͯ͠· ɻ͢͞ΒʹɺτϥϯεΫϦϓτʵϜղੳɺωοτϫʵΫղੳɺྔత࠲࣭ܗҐ（25-）ղੳ΍ήϊϜϫΠυؔ࿈ղ
ੳ（(8"S）ͳͲΛ༻͍ͯΦϛΫε౷合ղੳΛ行͍ɺ৽نҨ఻子ػೳͷղ明Λ໨తͱͨ͠ػೳήϊϛΫεΛ行͍ɺ୅ँ෺࢈ੜʹؔΘ
ΔݤҨ఻ͷಛఆΛ行ͬͯ ͍· ɻ͢·ͨɺ一次୅ँ෺ʹ͍ͭͯ΋ղੳΛ行͍ɺෳࡶͳ୅ँܦ࿏ωοτϫʵΫΛγεςϜͱͯ͠૯合తʹཧ
ղ͢Δڀݚʹ΋औΓ૊ΜͰ͍· ɻ͢·ͨɺ২෺二次୅ँ෺ͷߏ଄ଟ༷ੑΛੜΈ出͢ཁҼͱͳͬͯ ͍ΔҨ఻子܈ͷଟ͘͸ɺ৽ػೳ෼Խ

（nFoGunDUionBMi[BUion）ྖҬͱݺ͹ΕΔൺֱతۙ࠷ͷਐԽաఔͰൃੜͨ͠ήϊϜྖҬ由དྷͰ͋Δͱ͑ߟΒΕ͍ͯ· ɻ͢͜ͷ༷ͳήϊ
ϜྖҬʹண໨͠ɺγϯςχʵΛ利༻ͨ͠छؒൺֱղੳΛ行͏͜ͱͰɺΑΓޮ཰తʹ༗༻ػೳҨ఻子ΛൃݟͰ͖Δͱ͍ͯ͑ߟ· ɻ͢·ͨɺ
ੜ合੒ܦ࿏ͷൃੜͱछ෼Խͱͷؔ࿈ੑɺ͓Αͼ২෺छͷਐԽաఔͷي੻ͷղ明ʹண໨ͨ͠ڀݚʹ΋औΓ૊ΜͰ͍· ɻ͢

研究設備
　一ൠ分子生物学的実験設備・高଎ӷ体クロマトάラフィー（)1LC）、
)1LC࣭ྔ分ੳܭ（LC-.S）、Ωϟϐラリー電ؾӭ動（CE）࣭ྔ分ੳܭ

（CE-.S）、など

研究業੷・共同研究・ࣾձ׆ಈ・外部資金など
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主な共同研究先: υイπ、タイ、中国、インυωシΞ
科研費 基盤研究B、基盤研究C..etD
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